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概要 
  水の PTFE およびニッケルに対する接触角は、単体ではそれぞれ 110oおよび 67oである。しかし、
PTFE のミクロンからサブミクロンサイズ微粒子をニッケルと複合めっきを行って得られる皮膜の中
には、その表面上での水の接触角が 170o以上（液滴を 1mm 径として測定した場合）を示すものが存在
する。複合めっきプロセスの解析や超撥水性の発現機構について化学的および化学工学的検討を行
い、ラボから生産レベルにいたるまでのスケールを通してクオリティコントロールを行いつつ超撥水
性皮膜を作製するためのノウハウを蓄積してきた。現在、平板をはじめメッシュ、チューブ内部ある
いは外部などの種々の形状の基板に対して部分を選択して超撥水めっき皮膜を作製できるようにな
っている。また、金属を積層する方法も確立し、金やスズといったこれまで複合めっきの困難であっ
た金属とフッ素樹脂の複合表面を作製できるようになった。フッ素系以外の汎用の樹脂、ポリエチレ
ンやポリメタクリル酸メチルなどについても複合化のノウハウを蓄積しており、多様な樹脂-金属の
組み合わせを試せるようになっている。 
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